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『大東世語』 「黜免」篇・ 「忿狷」篇注釈稿（堀・馮・折原・奥田・戸丸・叢・王・林・柴田）
 
一
〔凡例〕一、本稿は、服部南郭『大東世語』 「黜免」篇及び「忿狷」篇の本文
と原注に関する注釈である。
一、注釈は 早稲田大学大学院教育学研究科二〇一六年度・二〇一七
年度科目「国文学演習」 （堀
　
誠担当）の受講生（馮超鴻・折原
佑実・奥田惇・戸丸凌太・叢星晨・王培・林宇・柴田寿真）が講読担当話の発表資料に基づいて原稿化した。
一、底本は、早稲田大学図書館蔵『大東世語』 （寛延三年〈一七五〇〉
刊）に依り、また典拠に関しては同館蔵本『大東世語考』 （方寸菴漆鍋稿、寛延四年〈一七五一〉序）を参考にした。
一、 「黜免」篇の都合三話及び「忿狷」篇の都合五話を、それぞれ〔黜
免１〕 、 〔忿狷１〕のように順次 記 た。
一、注釈は本文の〔書き下し文〕 ・ 〔訳文〕 、原注の〔書き下し文〕 ・ 〔訳
文〕 、及び〔語釈〕 、 〔典拠〕から構成される。
一、 〔書き下し文〕は、原則として底本の訓点を尊重しつつ、適宜こ
れを改めた。
〔黜免１〕伴善男有
レ罪。淵魚名①。菅是善②。依
レ事鞠問。
伴
爭辯不
レ肯
レ服
レ罪。
二人詭言曰。汝子已承伏。那得
二獨扞
一。
伴
戄然撫
レ膺曰。奴已敗
レ事矣。
乃服③。〔書き下し文〕伴
善男
　
罪有り。淵魚名、菅是善、事に依りて鞠問す。
伴
　
爭ひ辯じ
て罪に服するを肯んぜず。二人
　
詭言して曰く、 「汝が子已に承伏す。
那なん
ぞ獨り
扞かん
することを得んや」と。
伴
　
戄然として
膺むね
を撫して曰く、
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二
「奴已に事を敗る」と。乃ち服す。〔訳文〕伴善男は罪を犯した。南淵魚名、菅原是善は事件について訊問した。善男は抗弁し、罪を承服しなかった。魚名、是善の二人は欺いて、 「君の息子がすでに承伏したのに、どうして君だけが拒むことができようか」と言った。 恐れお のいて胸を押さえて、 「あいつはもはやは りごとをぶち壊した」と慨嘆した。 く 服罪した。〔原注〕①贈相國房前第五子。②
 參議淸公之子。幼舉
二童子郞
一。長爲
二文德淸和二世侍讀
一。至
二
參議
一。
③
 善男才幹用事。而性險刻。喜陷
二害人
一。旣誣
二善愷非法之告
一。
令
二明法
博
士讚岐永直等斷
一 レ
之。永直執
レ法。不
レ同
二善男
一。善男怒。
於
レ是左大辨正躬。左中辨
伴
世益。右中辨藤豐嗣。左少辨藤岳雄。
與
二永直等
一。皆坐解
レ官。貞觀之初。善男與
二左相源信
一有
レ隙。復
誣
二告信謀反
一。殆將
二陷害
一。亡
レ幾。以
二大
逆
罪
一。父子被
レ戮。初
善男賤事
二佐州郡司家
一。夢
下跨
二寧京兩大寺
一立
上。覺語
二其妻
一。妻
戲云。吉則吉矣。恐胯磔裂。善男詣
二郡司家
一。主人素解
二相術
一。
見
レ之遽
迎
。饗待甚厚。善男怪問
レ之。主人曰。子有
二暴貴相
一。旣
徵
二吉夢
一。但亦爲
二占夢者所
一 レ
敗。爲
レ恨爾。後果至
レ貴用事。而
不
レ令
レ終。
〔書き下し文〕
①贈相國房前の第五子なり。②
 參議淸公の子なり。幼くして童子郞に舉げらる。長じて文德、淸和二世の侍讀と爲る。參議に至る。
③
 善男
　
才幹もて用事す。而るに性
　
險刻たり。喜びて人を陷害
す。既にして善愷の非法の告を誣ひ、明法
博
士讚岐永直等をして
之を斷ぜしむ。永直
　
法を執るに、善男に同じからず。善男怒る。
是に於いて左大辨正躬、左中辨
伴
世益、右中辨藤豐嗣、左少辨藤
岳雄、永直等と與に、皆
　
坐して官を解かる。貞觀の初め、善男
　
左相源信と隙有り、復た信が謀反を誣告す。殆んど將 陷害せんとす。幾
いくばく
も亡くして、大
逆
の罪を以て、父子戮せら 初め、善
男賤しくして佐州郡司家に事ふ。寧京の兩大寺を跨ぎて立つを夢む。覺めて其の妻に語る。妻戲れに云く、 「吉なれば則ち吉なり。恐らく胯
　
磔裂せん」と。善男
　
郡司家に詣る。主人素より相術
を解す。之を見れば遽かに
迎
へ、饗待すること甚だ厚し。善男怪
しみて之を問ふ 主人曰 、 「子に暴貴の相有り 旣に吉夢に徵す。但だ亦た占夢者の敗る所と爲り、恨みと爲すのみ」と 後に果して貴に至りて用事す 而 に終らしめず。
〔訳文〕①太政大臣を追贈された藤原房前の五男である。②
 参議菅原清公の子である。幼い時に童子郎に推挙された。成人して文德天皇、清和天皇の二代に渡り、侍読 務 た。参議至った。
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三
③
 善男は才幹をもって要職を務めたが、性格が陰険で嫉妬心が強く、人を陥れることを好んでいた。すでに善愷の非法の訴えを誣告し、明法博士である讃岐永直などにこれを断罪させた。永直は法を執行する際に、善男とは見解が異なっ ため、善男は怒った。そこで、左大弁正躬、左中弁伴世益、右中弁藤原豊嗣 左少弁藤原岳雄、永直らはともに 罪せられて官職を解かれた。貞観年間の初め、善男は左大臣である源信と不仲になっていたので、また源信 謀反を誣告した。ほとんど計略が成就するところ あた。その後間もなく 善男は大逆の罪によって親子 も殺された。当初、善男は賤しい身分で佐渡国の郡長官の家に仕え いた。奈良の西大寺と東大寺を跨いで立っている夢を見た。目覚め その妻に言うと、妻は、 「めでた と言えばめでたいことであるが、恐らくは股が裂けるでしょう」と戯れ を言った。また 善男が郡長官の家 行く 主人は元来観相術を身につけていた。善男に会うや、すぐさま彼を家に迎え入れ、手厚 もてなし 善男は不思議に思いながら主人に聞いた。主人は、 「あなたには急に高貴な身分に昇る相があり す。このこと す に吉夢に現れています。しかし、夢解きをした人に損なわれてしまいました。恨みとなるばかりです」と教えた。後に果たして高い身分になって要職を務めたが、生涯を全 し かった。
　
〔語釈〕伴
善男
　
八一一〜八六八。平安時代前期の公卿。大伴国道の子。淳和
天皇の諱の大伴を避けて大伴宿禰の氏姓が伴宿禰となる。貞観六年（八六四） 納言となる。同八年（八六六） 、応天門の焼失にあたって、左大臣源信の放火と主張したが、逆に善男 その子中庸が犯人とされ、伊豆へ配流となる。こ 応天門の変の経過は「伴大納言絵詞」にえがかれてい
淵魚名
　『日本三代実録』 、 『江談抄』 、 『古事談』の関連部分は、 「南淵年名」となる。 「淵魚名」は「淵年名」の誤りであろう 南淵年名。八〇七〜八七七。平安時代前期の公卿、漢学者。南淵永河の子。貞観六年（ 六四）参議、のち大納言、正三位に至る。
『貞観格式』 、 『文徳実録』の編修に加わった。
菅是善
　
菅原是善。八一二〜八八〇。平安時代前期の公卿、学者。菅
原清公の四男。菅原道真の父。文徳・清和天皇の侍読を務めた。従三位。 『日本文徳天皇実録』 、 『貞観格式』の編修に加わっ菅相公と称された。 『日本三代実録』貞観八年八月七日 条 、藤原良縄の名前が見えるが、 是善 名は見えない
鞠問
　
罪状を調べ訊ねる。吟味。詮議 訊問
詭言
　
欺く言葉。偽りの言葉 また、うまく言いまわすこ 。
扞
　　
拒む。支える 悖る。
戄然
　
慌ててみる。また、恐れつつしむ
奴
　　
他人を賤し 語 やつ
贈相國房前
　
藤原房前。六八一〜七三七。奈良時代の公卿。藤原不比
等の次男。北家の祖。正一位左大臣。 『懐風藻』 、 『万葉集』に
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四
詩歌がみえる。相国は太政大臣の唐名。房前は太政大臣を追贈されたので、ここでは「贈相国」という。
淸公
　
菅原清公。七七〇〜八四二。菅原古人の四男 遣唐判官として唐に渡る。従三位。 『凌雲集』 、 『文華秀麗集』の編集に関わった。
童子郞
　
昔、童子で賢くて経書に通じた者を郎とし、童子郎と号した。
文德淸和
　
文徳天皇（八五〇〜八五八在位）と清和天皇（八五八〜
八七六在位） 。
侍讀
　
君主に侍して学問を講義すること。また、その人 侍講。
用事
　
要路に居り政権を専らにする。
險刻
　
陰険で嫉妬を抱え、他人を凌ごうとすることを指す。
善愷
　
法隆寺の僧。承和十三年（八四六）善愷は檀越の少納言登美真人直名を官に訴えた。右小弁であった 男 参議左大弁であった正躬王らと論争が起き、正躬王 の失脚を招い 事件があった。
明法博
 士
　
大学寮明法道の教官。定員二名。正七位下相当。
讃岐永直
　
七八三〜八六二。平安時代前期の官吏。明法博士大判事。
『令義解』の撰者の一人。
正躬
　『日本三代実録』貞観四年八月の条と『江談抄』では「正躬王」となる。正躬王。七九九〜八六三。平安時代前期、桓武天皇の孫。法隆寺の僧善愷の訴訟を違法に受け付けたとして、十三年（八四六）解任。貞観三年（ 一）参議に復し 五年（八六三）刑部卿兼越前権守となる。正 位下
伴
世益
　『日本三代実録』貞観八年九月の条では、 「成益」となる。伴成益。七八九〜八五二。平安時代前期の官吏。伴宇治人の子。承和十三年（ 四六） 、法隆寺僧善愷の訴訟事件で左中弁を解任される。
藤豐嗣
　
不詳。 『日本三代実録』貞観八年九月の条には、 「右中弁藤原
朝臣豊嗣」があ
藤岳雄
　
不詳。 『日本三代実録』貞観八年九月の条には、 「左少弁藤原
朝臣岳雄」がある。
源信
　
八一〇〜八六八。平安前期の公卿。嵯峨天皇の皇子。通称、北辺左大臣。源の姓を賜り、臣籍に降下
佐州郡司
　
佐渡国の郡の長官。
寧京
　
奈良を指す。
兩大寺
　『江談抄』 、 『古事談』では「西の大寺と東の大寺」となる。平城京の西大寺と東大寺と考えられる
磔裂
　
破る。また、磔刑にして裂く。
饗待
　
饗と待との両方に「もてな 」の意がある。饗待とは、もてなす、招待、待遇の意である。
暴貴
　
急に高貴の身分になる。
〔典拠〕『日本三代実録』貞観八年九月廿二日の条、八月七日の条。『江談抄』第二―三十五話。 「善男事に坐し承伏する事」 。第三―七話。伴大納言の本縁の事。
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五
『古事談』巻第二―四十九話。 「善男夢占」 。巻第二―五十話。 「前生確執善男承状」 。『宇治拾遺物語』巻第一―四話。 「伴大納言の事」 。
（馮
　
超鴻）
〔黜免２〕江公資當
レ遷
レ官。小野公實賴曰。擁
二相模
一①。思
二巧歌
一。奚益
二時務
一。
〔書き下し文〕江公資當に官に
遷
るべきに、小野公實賴曰く、 「相模を擁して、巧歌
を思ふ。奚ぞ時務 益あらん」と。〔訳文〕大江公資は昇進するはずのときに、小野実頼が言うことには、 「公資は相模を抱いては秀歌を詠む。どうして役務に益があろうか と。〔原注〕①
 江妻名。夫爲
二相模守
一。因爲
レ稱。初在
二宮掖
一。名乙侍従。夫妻
善
二和歌
一。
〔書き下し文〕①
 江の妻の名なり。夫
　
相模守たり。因りて稱と爲す。初め宮掖に
在り。名は乙侍従なり。夫妻
　
和歌を善くす。
〔訳文〕①
 大江公資の妻の である。夫が相模守であったため、その呼び名となった。最初は宮中に仕え、名を乙
おとの
侍従といった。夫妻ともに
和歌に通じていた。
〔語釈〕江公資
　
大江公資。生年不詳〜一〇四〇。平安時代の官吏・歌人。寛
仁四年（一〇二〇） 、相模守に任じられた。和歌に優れ、 『後拾遺和歌集』などに入集。
遷
官
　
別の官職に転じること。
小野公實賴
　
藤原実頼。九〇〇〜九七〇。平安時代中期の公卿。左大
臣、冷泉朝 関白、太政大臣、円融朝の摂政などを務めた。居宅名から小野宮殿とよばれ、和歌・管弦に優れた。有職故実に詳しく、小野宮流の祖。著書に『小野宮故実旧例』がある。
相模
　
生没年不詳。平安時代中期の歌人。もと乙侍従と称した 、相模守である大江公資と結婚して ち相模とよばれるようになった。中古三十六歌仙の一人であり、 『後拾遺和歌集』など 入集。家集に『相模集』がある。
宮掖
　
宮中の奥にある宮殿。宮中。
時務
　
時局に応じてなすべき仕事。その時の政治。
〔典拠〕『十訓抄』巻十―七十八話。
（折原
　
佑実）
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六
〔黜免３〕永延時。江以言當
二昇
進
一。藤丞相①奏曰。以言作
レ詩。誹
二訕朝廷
一。
遂
罷。時諺云。湯氣將
レ上②。其詩。內相伊周。左
二遷
太宰帥
一。江從
在
レ彼。內相所
二命令
一 レ
作。鷹鳩不
レ變三春眼。鹿馬應
レ迷
二世
情
。蓋
有
レ所
二憤激
一③。
〔書き下し文〕永延の時、江以言當に昇
進
すべし。藤丞相奏して曰く、 「以言
　
詩を
作りて、朝廷を誹訕す」と。
遂
に
罷やめ
らる。時の諺に云く、 「湯氣將に
上らんとす」と。其の詩、內相伊周、太宰帥に左
遷
し、江從ひて彼に
在るとき、內相命じて作らしむる所、 「鷹鳩變ぜず三春の眼。鹿馬應に
迷
ふべし二世の
情
」と。蓋し憤激する所有り。
〔訳文〕永延の時、大江以言はまさに昇進するところであった。しかし左大臣の藤原道長が 「以言は詩を作って 謗したことがある」と奏上したことで、とうとう の昇進は立ち消え なっ 。その当時の俚諺に、 「いまにも湯気が昇ろうとしている」とあった。その以言の詩は、内大臣であった藤原伊周が太宰帥に左遷され、以言が付き従てかの地にあった時に、伊周 命じて作らせた詩であった。その詩句には、 「鷹は春になると鳩に変わると言 が、凡庸な目にはそれもわからない。秦 二世皇帝のような心では 鹿か馬か 判断 も迷うだろう」という きっと激しい憤りを露わにしたのであろう。
〔原注〕①
道
長。
②以言本姓弓
削
。與
二湯氣
一方言相似。
③帥公與叔父御堂公不
レ協。蓋斥
二堂公專權
一。
〔書き下し文〕①
道
長なり。
②以言
　
本姓
　
弓
削
なり。湯氣と方
まさ
に言相似る。
③帥公と叔父
　
御堂公協はず。蓋し堂公の專權を斥けんとす。
〔訳文〕①道長である。②以言の本姓は弓削 い、湯気と音声が通じている。③
 帥公と叔父の御堂公は不仲であった。御堂公の専権を退けようとしたのであろう。
〔語釈〕永延
　
一条天皇時代の年号。九八七〜九八九。
江以言
　
大江以言。九五五〜一〇一〇。平安時代中期の貴族であ
り、文人でもある。一時、弓削姓を名乗っていたが、長保五年（一〇〇三）に大江姓に復した。大江匡衡や紀斉名と共に、一条朝を代表する文士として称される。藤原伊周とは非常に親しく、以言のことを「帥殿方人」などと評する話が『江談抄』載る。伊周失脚の折 本項 は以言も共に太宰府へと左遷されたかのように書かれているが、実際には飛騨権守に左遷されて
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七
いる。そのような不遇を詠んだ「聚
二丹蛍
一而積
レ功云々」の句
が一条天皇の目に留まり、蔵人に補されようとしたが、道長や殿上人が承引しなかったことでご破算 なったことが『古事談』に載る。 『本朝文粋』 『本朝麗藻』 どに作品 残る。
藤丞相
　
藤原道長。九六六〜一〇二八。平安時代中期の公卿。兄であ
る藤原道隆の嫡男伊周との政治闘争に勝ち 左大臣として権力を掌握する。丞相は執政の大臣を指す。
誹訕
　
そしること。
湯氣將上
　
道長により蔵人への昇進が妨げられたことに対する以言の
怒り様と、蔵人に昇進できていれば以言も殿上間に昇ることが出来たという二つの を、以言 本姓である弓削に準えて揶揄した言葉。
內相伊周
　
藤原伊周。九七四〜一〇一〇。平安時代中期の公卿。藤原
道隆の三男。正暦五年（九九四） 、摂政関白内大臣である父道隆の後ろ盾を受け、叔父道長らを飛び越え、内大臣へと異例かつ強引な昇進を果たす。その結果、道隆没後は周囲の人々の反発に合い、道長と 政治闘争に敗れ太宰帥に左遷され 形で失脚する。内相は内務大臣 指
鷹鳩不變三春眼
　『礼記』 「月令」の「仲春之月、鷹化為
レ鳩（仲春の月、
鷹
　
化して鳩と為る） 」という古代中国の七十二候をふまえた
表現。季節の移り変わりという物事 道理 ら春を楽しむ目は見えないと朝廷を批判する。
鹿馬應
迷
二世
情
　『史記』六「秦始皇本紀」に載る、宦官の趙高が秦
の二世皇帝胡亥に鹿を馬と謀
たばか
って献上し、鹿であると指摘した
逆らう者を処断して権力 掌握したという話をふまえた表現。趙高の言いなりになる胡亥に準えて、道長の言いなりになる朝廷を批判する。典拠の『古事談』では、 「鹿馬可
レ迷二世情（鹿
馬迷ふべし二世の情） 」となっている。
帥公
　
藤原伊周。大宰帥を務めたことによる呼称。
御堂公
　
藤原道長。道長が建立した法成寺の別名、京極御堂が由来の
呼称。
〔典拠〕『古事談』巻第六―三十五話。『江談抄』巻第四―九十九話。巻第六―十七話。
（奥田
　
惇）
〔忿狷１〕源賴貞①有
二暴怒之累
一。源
道
濟目作
二船路君
一。謂常日和氣。欣
適
可
レ
愛。風波一
起
。暴猝可
レ畏。
〔書き下し文〕源賴貞
　
暴怒の累
わづら
ひ有り。源
道
濟目して船路の君と作す。謂ふ「常日
和氣なり。欣
適
して愛すべし。風波一たび
起
これば、暴猝として畏る
べし」と。
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八
〔訳文〕源頼貞は激しく怒るという欠点があった。源道済はそれを船路の君と見なした。言うことには、 「船路とは普段はおだやかであって、非常に快適で愛すべきものであ 。ところが一旦風波が起これば、突然恐怖の的になる」と〔原注〕①多田滿仲之子。賴光之弟。大和守。〔書き下し文〕①多田滿仲の子なり。賴光の弟なり なり。〔訳文〕①多田満仲の子供である。源頼光の弟である である。
〔語釈〕源賴貞
　
生没年未詳。源満仲の六男であるが、後に七男の頼範と共に
兄・頼光の養子となる。 『尊卑分脈』にその名前が見えるのみで、詳細は不明。なお、典拠の『江談抄 では藤原頼貞とされている。
暴怒
　
激しくかつ突然怒る。
累
　　
欠点。
源
道
濟
　
生年未詳〜一〇一九。平安時代中期の歌人、漢詩人。中古
三十六歌仙の一人。文章生より長徳四年（九九八）宮内少丞となり、蔵人・式部少丞・同大丞などを経て長和四年（一〇一五）筑前守兼大宰少弐に任じ、寛仁二年（一〇一八）正五位下に
至ったが翌三年任地に没した。享年は不明。
目
　　
見なす。
船路
　
船の航行 る道筋。船の旅路。ここでは波が穏やかな様子と荒れている様子を源頼貞の性格に喩えていった。
欣
適
　
喜び快適なこと。
暴猝
　
突然。にわかに。
多田滿仲
　
源満仲。九一二〜九九七。平安時代中期の武将。源経基の
嫡男。多田満仲・多田新
しん
発ぽち
意い
と称す。越前・武蔵・摂津・常陸
などの国守、左馬権頭などを歴任 安和二年（九六九） 起きた安和の変で陰謀を密告して正五位下に叙せられ、朝廷 その名をうった。
賴光
　
源頼光。九四八〜一〇二一。平安時代中期 武将。満仲の嫡男。母は 俊の女。摂津源氏の祖。三条天皇の皇太子時代の二十余にわたって春宮坊へ出仕し、その間に大進から権亮に進んでいる。内蔵頭も歴任するなど中央 生活が主であった。その間、備前・但馬などの国守も経験し、なか も美濃守には二度任じられた。
〔典拠〕『江談抄』巻第三―十八話。
（戸丸凌太）
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九
〔忿狷２〕藤黃門隆家①。與
二兄內府
一。同以
レ罪
遷
二於外州
一。後赦歸復
二本官
一。
而時已失意怏怏。御堂公集飮。中酒忽曰。無
二彼黃門
一。座頗乏
レ賞。
俄
遣
招
レ之。黃門至。衣冠整肅。滿坐改
レ容。公曰。此會何可
レ不
二復披
帶
一。藤公信②。便就
二黃門背後
一。將
レ解
二衣裳
一。黃門怒曰。是何禍也。
雖
二亦失塗
一。隆家非
レ當
レ被
二卿等侮弄
一。坐客失
レ色。佳興將
レ廢。公徐
笑曰。今日之歡。不
レ宜
レ用
二如
レ許暴謔
一。我且爲解
レ之。乃自
起
以
レ手
解脫。於
レ是黃門解
レ顏。乃舉
二坐上杯
一。樂飮踰
レ常③。
〔書き下し文〕藤黃門隆家、兄內府と、同じく罪を以て外州に
遷
る。後に赦して歸り
て、本官に復す。而して時已に失意怏怏たり。御堂公
　
集飮す。中酒
にし 忽ち曰く、 「彼の黃門無ければ、座頗る賞に乏し」と。俄かに遣
りて之を招く。黃門至る。衣冠整肅なり。滿坐
　
容を改む。公曰く、
「此の會何ぞ復た披帶せざるべけん」と。藤公信便ち黃門の背後に就きて、將に衣裳を解かんとす。黃門怒り 曰く、 「是れ何ぞ禍なるや亦た失塗なりと雖も、隆家當に卿等に
侮
弄せらるべきに非ず」と。坐
客
　
色を失ひ、佳興將に廢せんとす。公徐ろに笑ひて曰く、 「今日の
歡、宜しく許の如き暴謔を用ふべ らず。我且く爲に之を解かん」と。乃ち自ら
起
ちて手を以て解脫す。是に於いて、黃門
　
顏を解き、乃ち
坐上の杯を舉げ、樂飮常に踰ゆ。
〔訳文〕黄門の藤原隆家と兄の内大臣である伊周と共に罪を得て、外州に左遷された。後に、許されて元の官職に復帰した。しかし、彼はすでに失意の底に沈んでいた。御堂公（道長）は宴会を設けているとき、酣のころに思わず、 「あの隆家がいないと、この はひどく興趣に欠ける」と言った。急遽下僕を遣って隆家を招いてきた。隆家が到着すると、その衣服と冠はきち と整っていた。満座の人 、容儀をただした。御堂公は、 「この宴会では帯を解いてくつろぎなさい」といった。すぐさま、藤原公信が隆家の背後に回り 彼の衣装を解こうとすると、隆家は「これはとんだ災難だ。私の仕官 道がたた たとしても、なたたちにこのように侮辱される覚えはない」と怒 。同席 客は慌てふ めき、ま に興がさめよう したところに、御堂公が徐ろに笑って、 「今日の佳会で、このようなむ ちゃな乱暴を加え は けません。とりあえず、私がといてあげましょう」といった。そこで、御堂公は立ち上がって、手ずから隆家 衣装を解いてやっ ようやく、隆家の顔が和らぎ、杯をとって、常にも て楽しく酒を飲んだ。〔原注〕①中關白
道
隆之子。伊周之弟。
②恒德公之子。齊信之弟。左衞門督。東宮大夫。③
 隆家豪有
二氣力
一。
都
督鎭西時。狄人踰
レ海
來攻。吏民謂帥公。長
紈絝。武事所
レ未
二該歷
一。而隆家聞
二寇來
一。
急
募
二九國兵
一。自促
令
レ戰。衆服
二其勇幹
一。盡
レ力禦當。寇賊敗走。
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一〇
〔書き下し文〕①中關白
道
隆の子、伊周の弟なり。
②恒德公の子、齊信の弟なり。左衞門督、東宮大夫なり。③
 隆家豪にして、氣力有り。
都
督鎭西の時、狄人
　
海
を踰へ來たり
て攻む。吏民謂ふに帥公
　
長紈絝にして、武事は未だ該歷せざる
所なりと。而る 隆家
　
寇の來たるを聞き、
急
ぎ九國の兵を募り、
自ら促し 戰はしむ。衆其の勇幹に服し、力を盡して禦當す。寇賊敗走す。
〔訳文〕①中関白道隆の子で、伊周の弟である。②恒徳公の子で、斉信の弟である。左衛門督で、東宮大夫である③
 隆家は豪胆で、気力があった。都督鎮西の時、北 蛮族が海を越えて、攻めてきた。下吏と民草は帥公（隆家）が貴族の子弟で、武事のことを司るような役所をまだ歴任したことがないと思ったが、外敵 襲来 聞いた隆家は、急遽九州の兵士を募って 自ら督促し 戦わせた。民衆は彼の勇 と才幹に感服 、全力を尽くして、防御した。狄人が敗走し 。
〔語釈〕藤黃門隆家
　
藤原隆家。九七九〜一〇四四。平安時代の朝臣。関白道
隆の第四子。長徳元年（九九五）に権中納言を経て中納言に進んだが、内大臣伊周に誘われて花山上皇を射た罪により、出雲権守に左遷された。長徳四年（九九八）に赦されて帰京し兵
部卿となり長保四年（一〇〇二）に本官に復した。寛仁三年（一〇一九）刀伊の賊の来襲した時にはにわかに兵備を整え、各地方の住人を招集し、三十餘艘を以て追撃させ、ついに退けることが出来た。
中關白
道
隆
　
藤原道隆。九五三〜九九五。平安中期の廷臣。兼家の子。
別称中関白。内大臣を経て、摂政・関白となる。
內府
　
藤原伊周。九七三〜一〇一〇 長徳二年（九九六） 、伊周が通っていた故太政大臣藤原為光の女三の君と同じ屋敷に住む四の君に花山法皇が通いだしたところ、それを伊周は自分の相手の三の君 誤解し、弟の隆家に命じて法皇 御帰途を要 て矢を放たせ、矢は って法皇 御衣 触れた不祥事を起こし、 徳二年（九九六）大宰権帥に左遷され、のち播磨に改められ、長徳三年（九 七）に罪を許されて帰京した。
外州
　
国都の外の州。
失意
　
機嫌を損なう。
怏怏
　
うらむさま。また、不満で楽しまぬさま。不快に感ず さま。
御堂公
　〔黜免３〕 〔語釈〕 〔藤丞相〕と〔御堂公〕参照。
中酒
　
酒宴の真最中。
藤公信
　
藤原公信。九七七〜一〇二六。平安時代中期の公卿。太政大
臣藤原為光の四男で、兄である大納言・藤原斉信の養子となる。長和二年（一〇一三）に参議、同四 従三位に進んだ。治安元年（〇二一）従二位、同三年、権中納言に任ぜられた。
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一一
恒德公
　
藤原為光。九四二〜九九二。平安時代中期の公卿。右大臣藤
原師輔の九男。諡号は桓徳公。
齊信
　
藤原斉信。九六七〜一〇三五。平安時代中期の公卿。藤原為光の次男。
失塗
　
仕途に失意すること。
侮
弄
　
侮り弄ぶ。
暴謔
　
損ない虐げること。また、むごく虐げること。
鎭西
　
九州の古名。天平十五年（七四三）に、大宰府を築紫鎮西府と改めたことからいう。
狄人
　
北方の野蛮人。
長紈絝
　
長い丈の白い練絹のはかま。貴族子弟の服。
九國
　
日本の九州をいう。九州には国が九つあるから 九国とも九州ともいう。州も国 意
〔典拠〕『大鏡』第四「内大臣道隆」 。
（叢
　
星晨）
〔忿狷３〕藤相國①少時。同班四人②。俱拜
二黃門
一。而己獨見
レ遺
。慍怒。卽日
辭
レ官。乃壞
二檳榔車
一。出
二之門外
一焚
レ之。故示
二自棄
一。
褐
衣跨
レ馬。
浪
二遊
妓家
一。
〔書き下し文〕藤相國少き時、同班四人、俱に黃門に拜せらる。而して己れ獨り
遺
さ
る。慍怒して、卽日に官を辭す。乃ち檳榔車を壞
やぶ
り、之を門外に出だ
して之を焚く。故らに自棄を示し
褐
衣して馬に跨がりて、妓家に浪
遊
す。
〔訳文〕相国である藤原伊通が若かりしとき じ位階の四人が共 中納言に任命され、自分一人が取り残された。憤りを感じて その日のうちに官を辞めた。かくして檳榔毛の車を壊 て門外 出し 燃やした。わざと自暴自棄の行動を示し、普段 粗末な服を着て、馬に乗って、妓家に遊び暮らした。〔原注〕①伊
通
。
②師賴。長實。宗輔。師時。〔書き下し文〕①伊
通
なり。
②師賴、長實、宗輔、師時なり。〔訳文〕①伊通である。②師頼、長実、宗輔 師時である
〔語釈〕藤相國
　
藤原伊通。一〇九三〜一一六五 平安時代末期の公卿。藤原
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一二
宗通の次男。保安三年（一一二二）に参議となった。昇進の遅れに不服で一時官を辞めたが、永暦元年（一一六〇）に太政大臣となった。大宮大相国、九条大相国と呼ばれた。
同班四人
　
同じ位階の四人。班は位階の意味。典拠では、 「われより
上臈四人中納言 なれるに」と伊通より身分が上の四人だと記されている。
慍怒
　
憤り。
師賴
　
源師頼。一〇六八〜一一三九。平安時代末期の公卿・歌人。源俊房の嫡男、橘俊綱の養子。承徳二年（一〇九八）に参議になった。天永四年（一一一三）に一時失脚したが、保延二年（一一三六）に大納言になり、小野宮大納言と呼ばれた。 『金葉和歌集』を編纂した。
長實
　
藤原長実。一〇七五〜一一三三 平安時代末期の公卿・歌人。藤原顕季の長男。歌人と ても活躍し、数多くの自作を残が、六条家の歌学は弟顕輔に伝えられた
宗輔
　
藤原宗輔。一〇七七〜一 六二。平安時代末期の公卿。藤原俊家の嫡男で、後年中御門家の祖とされた権大納言藤原宗俊の子。保安三年（一一二二）に参議 なっ 。保元元（一一五六）に右大臣となり、保元二年（一一五七）に太政大臣となった。号は京極、堀川、また蜂が好き こ から蜂飼大臣と称された。
師時
　
源師時。一〇七七〜一一三六。平安時代末期 公卿・ 。源
俊房の次男。大治五年（一一三〇）に権中納言となった。一方で、当時 政治情勢を伝える日記『長秋記』を書いた。
黃門
　
中納言の唐名。
檳榔車
　
檳榔毛車。檳榔の糸で車体を編んだ最高級の牛車。皇族や高
級貴族の乗用。
褐
衣
　
粗末な衣服。
浪
遊
　
遊び暮らす。
〔典拠〕『今鏡』第六「藤波の下
　
弓の音」 。
（王
　
培）
〔忿狷４〕藤相國伊
通
。性頗狷
急
。少時不
レ得
レ志。辭
レ官隱居。人勸
二其出
一。則曰。
我固無
レ意
二榮觀
一。但每
レ看
二今人冠幘尾高指
一 レ
天。便欲
下著
二幘項骨
一一
出
上耳。
〔書き下し文〕藤相國伊
通
、性頗る狷
けん
急きふ
なり。少き時
　
志を得ず。官を辭して隱れ居
を
る。人
　
其の出づることを勸むれば、則ち曰く、 「我、
固もと
より榮觀を
意ふこと無し。但だ今人の冠幘
　
尾を高くして天を指すを看る每に、
便ち幘を項骨に
著
けて一たび出でんと欲せんのみ」と。
〔訳文〕藤原伊通は度量が狭く短気な性分であった。若い時、不如意であった。
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一三
そこで、官職を辞め、隠居をした。ある人が伊通に出仕するように説得すると、 「私はもとから栄達を遂げるつもりはなかった。ただ、人々が烏帽子の後ろを高めまるで天を指さんばかりに被っているのを見たびに、すぐさま烏帽子をうなじまで目深にかぶって出仕してやろうかと思ったことだ」 言ってみせた。〔語釈〕藤相國伊
通
　
藤原伊通。一〇九三〜一一六五。藤原宗通の次男。 『公
卿補任』によると、保安三年（一一二二）参議に就任、時に正四位下。後に昇進の遅れに不満を抱き（前条〔忿狷３〕を参照）一時任を解かれる。長承二年（一一三三）権中納言として朝政に復帰。永暦元年（一一六〇）太政大臣に昇進、時に正二位。
狷
急
　
度量が狭く短気であること。 『説文解字』に、狷は「褊急也」とある。
榮觀
　
栄誉を指す 『顔氏家訓』 「名實」に用例が見える。
冠幘
　
帽子、頭巾。ここでは烏帽子を指す。幘は頭を包む頭巾のこと。『世説新語』 「雅量」に用例が見える。
尾高
　
尾は末、烏帽子の後方を指す。典拠に依れば、尾高は烏帽子の後方を高めにして被ることと思われる
項骨
　
うなじのこと。
〔典拠〕『今鏡』第六
　「藤波の下
　
弓の音」 。
（林
　
宇）
〔忿狷５〕甲州
僧
嚴融。有
二學匠稱
一。而甚有
二忿怒之累
一。弟子事
者
。日受
二罵
詈
一。殆不
レ堪。融聞
二其妹喪
レ子甚哀
一。怒曰。旣是吾妹爾。何乃愚
暗。便
適
二其家
一。且罵且
諭
曰。生
者
必滅。汝何
迷
謬之甚。妹曰。非
レ
不
レ知
二此理
一。但復恩愛忽離。
情
不
レ可
レ已。乃泣 融愈盛怒。猛制
二其
情
一。良久妹收
レ淚問。人之有
レ忿。不
レ足
レ爲
レ罪耶。融曰。嗔於
二三
毒
一。
固大罪耳。妹曰 師
通
二佛理
一。爾乃有
レ怒何耶。融不
レ能
レ答。益復怒。
起
曰。饒
二汝哀絕
一。好爲
レ之。乃去。
〔書き下し文〕甲州
僧
嚴ごん
融ゆう
、學匠の稱有り。而るに甚だ忿怒の累
わづら
ひ有り。弟子事
つか
ふる
者
、日
ひび
に罵詈を受け、殆んど堪へず。融
　
其の妹の子を喪ひて甚だ哀
しむと聞きて、怒りて曰く、 「旣に是れ吾が妹のみ。何ぞ乃ち愚暗なる」と。便ち其の家に
適
き、且つ罵り且つ
諭
して曰く、 「生
しやう
者じや
必ず滅す。
汝何ぞ
迷
謬の甚しき」と。妹曰く、 「此の理を知らざるに非ず。但だ
復た恩愛忽ち離
か
る。
情
已むべからず」と。乃ち泣く。融愈
いよ
いよ盛に怒
り、
猛あららか
に其の
情
を制す
良やや
久しくして妹
　
淚を收めて問ふ。 「人の忿
ること有るは、罪と爲るに足らざるか」と。融曰く、 「
嗔しん
の三
毒
に於
ける、固より大罪のみ」と。妹曰く、 「師
　
佛理に
通
じて、
爾か
く乃ち
怒ること有るは何ぞや」と。融答ふること能はず。益ます復た怒り、起
ちて曰く、 「汝が哀絕するに饒
ゆづ
る。好く之を爲せ」と。乃ち去る。
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一四
〔訳文〕甲斐国の僧である厳融は、学僧の誉れ高かった。ところが気が短く、怒りっぽい欠点が った。弟子で世話をする者は、日々ひどい罵りを受けておよそ堪えきれない思いをしていた。厳融は、自分の妹が、息子を亡くしてたいそう悲しんでいることを聞き、腹を立てて言うことには「私の妹ともあろう者が、何と愚かなことか」と。すぐに妹の家に行き、罵りかつ諭して「命あるものは必ず滅びるのだ お前の考え違いの何と甚だしいこ だ」と言った。妹 「この理 知らないわけではありませんが、ただ、 （子供の突然の死で、 ）恩愛の絆が突然切られて、哀惜の感情が抑えきれないのです」と言って泣 た。厳融はいよいよしきりにおこって 乱暴に の感情をおさえつけた。ややひさしくして、妹が涙を しこらえて、 「人が怒り 起こすことがあは、罪となるには十分ではありませんか」とたずねた。厳融は、 「嗔は三毒の中で元来大変な罪 あたる」と言った。妹は、 では、
師あにうえ
が
仏の教えに通じながら このようにお ることがある は、 かなわけでしょうか」とたずねた。厳融は答えるこ で ず ますますいっそう腹を立てる 、立ち上がって、 「もうお前が勝手に悲 むだけ悲しみなさい。気のすむまで泣きなさい」と言 立ち去ってまった。〔語釈〕甲州
　
甲斐国（現在の山梨県）の別称。 『沙石集』は「甲斐国」とする。
嚴融
　
未詳。
學匠
　
仏道をよく学んでいて、師匠とするに足る者。
忿怒
　
大いにいかること。 「忿」も「怒」も「いかる」の意。とくに「怒」は、はっきりと形相に表れるいかりを指 。
愚暗
　
愚かでものごとの道理に暗いこと。
迷
謬
　
迷い謬ること。厳融は、妹が子の死を嘆いているので、生者必滅の道理をわきまえていないとし、このように言った。
恩愛
　
いつくしみ。ここ はその対象である厳融 妹の子を指すか
制
　　
「おさえる」 「とどめる」の意。 『沙石集』はここを「いとどあららかに責めふせける」としている。
三
毒
　
不善根とも。あらゆる煩悩の根源とされる煩悩のことで、貪
（むさぼる心） ・嗔（いかりの心） ・癡（真理に対して無知である心）の三つを指す
佛理
　
仏教における理。
〔出典〕『沙石集』巻第三―五話。
（柴田
　
寿真）
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